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。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
幼
児
教
育
の
無
償
化
の
予
算
と
効
果
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
日
本
全
体
と
し
て
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
保
育
に
係
る
地

方
単
独
事
業
の
実
施
状
況
及
び
各
種
申
請
様
式
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
の
資
料
を
踏
ま
え
た
場
合
、
「
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
」
の
「
地
方
単
独
補
助
に
よ
る
保
育
料
の
減
免
割
合
」
は
、
北
海
道
東
北
地
方
で
四
十
七
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
北
関
東
地

方
で
四
十
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
首
都
圏
で
四
十
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
北
陸
地
方
で
三
十
七
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
部
地

方
で
四
十
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
近
畿
地
方
で
四
十
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
国
地
方
で
三
十
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
国
地

方
で
四
十
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
九
州
沖
縄
地
方
で
四
十
二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
が
、
「
全
国
」
の
「
地
方
単
独
補
助

に
よ
る
保
育
料
の
減
免
割
合
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
料
に
そ
の
基
と
な
る
数
字
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
お
答
え
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
、
五
、
七
及
び
九
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
限
定
す
る
」
及
び
「
強
制
力
を
持
っ
て
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
三

十
年
五
月
三
十
一
日
に
「
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
以
外
の
無
償
化
措
置
の
対
象
範
囲
等
に
関
す
る
検
討
会
」（
以

一



下
「
検
討
会
」
と
い
う
。
）
が
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
に
お
い
て
は
、
「
今
般
の
無
償
化
に
よ
り
自
治
体
の
予
算
に
余
剰
が

生
じ
る
場
合
は
、
そ
の
財
源
を
他
の
分
野
に
回
す
こ
と
な
く
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
や
次
世
代
へ
の

つ
け
回
し
軽
減
に
活
用
す
る
こ
と
を
求
め
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
当
該
報
告
書
を
踏
ま
え
対
応
を
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
認
識
を
し
た
う
え
で
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
検
討
会
に
お
い
て
、
検
討

会
の
庶
務
を
処
理
し
て
い
た
内
閣
官
房
又
は
検
討
会
の
庶
務
に
協
力
し
て
い
た
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
若
し
く
は
厚
生
労
働

省
か
ら
、
「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
単
独
補
助
事
業
に
よ
り
、
す
で
に
全

体
の
四
割
が
減
免
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
検
討
会
に
お
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
た
地
方
自
治
体
か
ら
、
当
該
地
方
自
治
体
に
お
け
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
の
利
用
者
負
担
の
金
額
や
単
独
補
助
事

業
に
よ
る
減
免
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
あ
る
。

六
及
び
十
二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
試
算
に
つ
い
て
現
時
点
で
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
社
会
保
障
の
理
念
」
、
「
社

二



会
保
障
の
趣
旨
」
及
び
「
子
ど
も
貧
困
対
策
法
違
反
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
関
す
る
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
関
係
府
省
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
の
意
見
を
十
分

に
踏
ま
え
つ
つ
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

十
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
こ
の
主
張
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
今
般
の
幼
児
教
育
の
無
償
化
は
、
①

幼
児
教
育
は
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
子
供
に
質
の
高
い
幼
児
教
育
の
機
会
を
保
障

す
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
、
②
幼
児
教
育
が
将
来
の
所
得
の
向
上
や
生
活
保
護
受
給
率
の
低
下
等
に
著
し
い
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
を
示
す
エ
ビ
デ
ン
ス
も
あ
る
こ
と
及
び
③
幼
児
教
育
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
は
重
要
な
少
子
化
対
策
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
と
い
う
趣
旨
か
ら
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
恵
ま
れ
な
い
家
庭
に
育
つ
子
供
た
ち
に
質
の
高
い
幼
少
期
の

教
育
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
す
る
主
張
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三



十
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
試
算
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
関
す
る
制
度
の
具
体
的
な
検
討
と
併
せ
て
、
平
成
三
十
一

年
度
予
算
の
編
成
過
程
に
お
い
て
公
表
し
て
ま
い
り
た
い
。

十
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
高
所
得
者
を
優
遇
」
及
び
「
格
差
拡
大
を
助
長
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

児
童
養
育
加
算
（
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
基
準
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
生
活
保
護
基

準
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
に
定
め
る
児
童
養
育
加
算
を
い
う
。
）
及
び
学
習
支
援
費
（
生
活
保
護
基
準
別
表
第
二
及
び
別

表
第
七
に
定
め
る
学
習
支
援
費
を
い
う
。
）
の
額
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
審
議
会
生
活
保
護
基
準
部
会
報
告
書
（
平
成
二

十
九
年
十
二
月
十
四
日
）
に
お
い
て
、
「
夫
婦
子
一
人
世
帯
の
年
収
階
級
第
一
・
十
分
位
の
学
校
外
活
動
費
用
の
平
均
額
が

約
六
千
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
位
階
層
（
年
収
階
級
第
五
〜
六
・
十
分
位
の
平
均
）
の
平
均
額
は
約
一
万
六
千
円
で
あ
り
、

一
万
円
の
差
が
確
認
さ
れ
た
」
及
び
「
学
習
支
援
費
に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
費
用
の
う
ち
、
教
科
外
活
動
費
用
で
あ
る
ク

ラ
ブ
活
動
費
用
と
し
て
、
活
動
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
費
用
が
賄
え
る
水
準
を
、
実
費
で
支
給
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」

と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
平
成
三
十
年
か
ら
段
階
的
に
生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
を
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
し

四



て
い
る
。

一
方
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
は
、
十
に
つ
い
て
で
述
べ
た
趣
旨
か
ら
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
子
供
及
び
零
歳
か
ら
二
歳
ま

で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
供
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
当
該
無
償
化
と
併
せ
て
、
平
成
三
十

二
年
度
か
ら
低
所
得
世
帯
を
対
象
と
し
た
高
等
教
育
の
無
償
化
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
般
の
教
育
の
無
償

化
は
、
低
所
得
世
帯
に
手
厚
い
政
策
で
あ
り
、
格
差
の
固
定
防
止
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

十
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
五
年
度
以
降
、
保
育
士
の
給
与
に
つ
い
て
月
額
約
三
万
五
千
円
、
約
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
改
善
を
実
現
す
る

な
ど
必
要
な
取
組
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の

全
て
の
子
供
の
幼
稚
園
、
保
育
所
及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
費
用
等
を
無
償
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
〇
歳
か
ら
一
歳
」
の
「
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
基
づ
き
幼
児
教
育
・
保
育
・
子
育
て
支
援
の
量
的
拡
充
及
び
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、

五



消
費
税
引
上
げ
に
よ
り
確
保
す
る
〇
・
七
兆
円
程
度
を
含
め
一
兆
円
超
程
度
の
財
源
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、

〇
・
三
兆
円
超
程
度
の
財
源
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
一
歳
児
並
び
に
四
歳
児
及
び
五
歳
児
の
職
員
配
置
の
改

善
等
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
及
び
平
成
三
十
年
度
予
算
に
お
い
て
保
育
士
の
処
遇
改
善
等
そ
の
一
部

を
実
施
し
て
い
る
と
と
も
に
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
一
七
」（
平
成
二
十
九
年
六
月
九
日
閣
議
決
定
）

等
に
お
い
て
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
更
な
る
「
質
の
向
上
」
を
図
る
た
め
、
消
費
税
分
以
外
も
含
め
、
適
切
に
財
源

を
確
保
し
て
い
く
」
と
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六


